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はじめに

腎血管性高血圧（ＲＶＨ）は，腎動脈およびその

分枝の狭窄性病変によって腎の虚血部分からレー

ンの過剰分泌が起きるために生じるもので，頻度

は全高血圧の１～５％程度と言われている').線維

筋性異型性（ＦＭＤ）は若年者のＲＶＨの成因と

して，本邦ではaortitissyndromeと並び代表的

なものとされているが，ＲＶＨの約４０％は比較的

高齢者の粥状硬化症が原因であり，比較的希なも

のである')2)．本症例は，遊走腎を合併していた

ため，治療法の選択に配慮を要した．ＦＭＤによ

る腎血管性高血圧と遊走腎の合併の報告は我々の

検索した範囲では見られず，若干の文献的考察を

加え報告する．
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症 例

症例：２８歳，女性．

主訴：頭痛，右側腰背部痛．

既往歴：平成８年切迫早産にて帝王切開術．平成

１０年子宮頚部異型上皮にて円錐切除．

家族歴：特記事項なし．

現病歴：平成１０年，当院産婦人科入院中に血圧

上昇，頭痛，右腰背部痛を訴え当科紹介．初診時

血圧170/１１０，２６歳と若年で急に発症しており,二

次性高血圧を疑うも，レーン（以下ＰＲＡ)，アル

ドステロン（以下ＰＡＣ）正常で，腹部エコーで腎

血管抵抗に左右差を認めず，降圧薬にて加療され

ていた．血圧は動揺性があり，ＰＲＡ，ＰＡＣは再

検で高値を呈することもあったが，再現性はなか

った．今回，第２子を希望され，降圧薬の妊娠へ

の影響を心配して来院．若年性高血圧の精査目的

で入院となった．

入院時現症：身長159.2cｍ体重47.4ｋｇ血圧

122/70ｍｍＨｇ（左右差なし）心拍数８４/ｍｉｎ・

整．胸部：心雑音，過剰心音，ラ音を聴取せず．

腹部：肝，腎，牌を触知せず．血管雑音を聴取せ

ず．下腿浮腫を認めず，神経学的に異常を認めな

い．

入院時検査所見：（Tablel）

入院後経過：入院時の血圧は降圧剤内服下で

122/70、心電図上の左室肥大は認めず，胸部Ｘ線

写真上の心陰影の拡大は認めなかった．また眼底

所見はＫＷＩであった．腎機能はCcr77､６と正常

で電解質異常もみられなかった．ＰＲＡとＰＡＣを

ニフエジピン徐放剤４０ｍｇ/day内服,Ｎａ８ｇ制限

食安静時下で再検したところＰＲＡ（8.1,ｕｇ/dl)，
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